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三
社
に
は
月
内
に
再
発
防
止

策
と
原
因
究
明
の
報
告
を
求
め

た
。
総
務
省
は
沖
縄
セ
ル
ラ
ー

電
話
に
も
同
様
の
問
題
が
あ
っ

証
作
米
蚕
え
二
ー
マ
ニ
王
P

超
安
く
な
る
例
も
あ
っ
た
。

九
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に
発
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さ
れ
た
米
ア
ッ

プ
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の
人
気
ス
マ
ホ
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ォ
ー
ン
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技
と
テ
ク
ノ
の
融
合
展
2
0
1
6
」
が
十

二
貝
開
か
れ
る
。
中
小
企
業
な
が
ら
最
先
端

の
技
術
を
持
つ
企
業
が
多
数
出
展
す
る
。
そ
の

一
つ
で
あ
る
、
二
0
一
五
年
四
月
に
創
業
し
た

ば
か
り
の
オ
プ
テ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン

(
東
京
都
渋
谷
区
を
訪
ね
た
。
,
社
員
八
人
の

小
所
帯
な
が
ら
「
動
き
を
測
る
こ
と
」
を
、
さ

ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
よ
う
と
挑
戦
し
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伊
藤
塾
邑

て
い
る
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大
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鳶
号
力
吐
え
.
叉
一
ン

ザ
ー
バ
ー
の
新
規
参
入
し
た
電

力
会
社
か
ら
は
「
適
正
な
取
引

量
を
適
正
な
価
格
で
確
保
で
き

る
規
制
を
設
け
て
ほ
し
い
」
と

ヂ
.

、
'荏

ゴ
ー
グ
ル
型
端
末
を
着
け
た
男
ス
を
し
た
。
一
見
す
る
と
な
ん
と

性
が
滑
ら
か
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
も
な
い
動
作
だ
が
、
男
性
は
実
際

ル
を
ド
リ
ブ
ル
し
、
別
の
人
に
パ
に
は
ボ
ー
ル
は
見
え
て
い
な
い
。
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盆
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罪
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者
の
認
知
度
が
中
国
四
国
と

九
州
で
二
割
を
下
回
っ
て
い
る

こ
と
が
七
貝
経
済
産
業
省
の

電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員

0

1

1

色
近
く
の
御
嶽
雜
な
ど
は
火
山
灰
ぼ

い
)
に
お
お
わ
れ
て
い
た
・
9
月
即
日
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実
際
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
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の
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相
手
が
、
正
確
に
再
現
さ
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
技
だ
。

背
後
誘
る
の
は
動
き
を
測
っ

て
デ
ー
タ
化
す
る
「
モ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
」
と
い
う
技
術
。

オ
プ
社
は
、
こ
の
技
術
を
実
用
化

す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
人
や
モ
ノ
な
ど

動
き
を
測
り
た
い
対
象
に
反
射
塗

料
を
塗
っ
た
マ
ー
カ
ー
を
付
け
、

複
数
の
専
用
カ
メ
ラ
で
マ
ー
カ
ー

の
動
き
を
追
う
。
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行
き
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三
次
元
で
最
小
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・
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五
欝
の
誤
差
で
動
き
を
記
録
で

き
る
。

動
き
の
デ
ー
タ
は
幅
広
い
分
野

に
使
わ
れ
て
い
る
。
医
療
や
介
護

の
分
野
で
は
、
ま
ひ
し
た
腕
が
ど

れ
だ
け
曲
が
る
よ
う
に
な
っ
た
か

な
ど
回
復
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確
に
記
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京
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京
国
際
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催
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年

内
の
追
加
利
上
げ
を
慎
重
に
検

泌
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御
嶽
山
噴
火
2
年
い
の
り
さ
さ
げ
る

賃
金
が
、

伸

る
。
厚
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労
倣

し
た
八
月
の
智
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速
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従
豊

の
事
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所
)
に
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給
や
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業
代
な
り

一
人
当
た
り
の
珀

は
前
年
同
月
比

と
、
三
力
月
ぶ

た
。
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用
情
熱

賃
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と
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指
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分
運

録
し
て
効
果
的
な
り
ハ
ビ
リ
を
探

る
研
究
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ス
ポ

ー
ツ
で
は
好
調
時
の
投
球
フ
ォ
ー

ム
に
比
べ
、
い
ま
の
フ
ォ
ー
ム
が

ど
ぅ
違
う
の
か
を
客
観
的
に
把
握

で
き
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン

に
正
確
な
動
作
を
さ
せ
た
い
時

も
、
基
に
な
る
動
き
の
デ
ー
タ
が

必
要
で
、
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ

ヤ
ー
の
出
番
と
な
る
。
広
報
担
当

の
森
田
優
子
さ
ん
(
三
二
)
は
「
い
ろ

い
ろ
な
分
野
に
活
用
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。
動
き
を
測
る
こ
と
が

当
た
り
前
の
世
の
中
を
目
指
し
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

目
の
前
に
広
が
る
仮
想
現
実
(
V

R
)
の
世
界
で
、
実
際
の
バ
ス
ケ

ツ
ト
ボ
ー
ル
や
パ
ス
を
受
け
取
る

禾
」
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さんながのぎふ

山(長野・岐卓
、 3067く元)の噴

27日、発生から

かえました。噴

人が色くなり、
方不明になりま

もとの長野県未
、亡くなつた人

が出席して追と

、れ、噴火が起

に合わせてもく

さげました。

つた夫を亡くし

ミ美さスノ(58)は
う。あなたが

わたしは幸せで

なたのことはわ

ん」と話しまし

2014年9月27日

52分ごろに発生

。紅葉シーズンの土曜
だつたため、多くの登

に当たるなどして命を
さいがい

噴火災害では戦後最悪

数となりました。長野

者をさがす活動を昨年

火口^
えています。 ー^、

キロの場所には入れない

つています。
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